
　

協
同
組
合
は
、
一
人
ひ
と
り
で
は
経

済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
が
集
ま

り
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
下
、
協
同
し

て
事
業
を
進
め
て
自
ら
の
経
済
的
・
社

会
的
地
位
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
自

立
的
な
組
織
で
す
。
19
世
紀
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
資
本
主
義
社
会
の
成
立
と
と

も
に
誕
生
し
、
世
界
各
地
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

協
同
組
合
と
株
式
会
社
で
は
、
設
立

の
基
本
的
な
考
え
方
や
運
営
が
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
協
同
組
合
の
目
的
は
組

合
員
の
生
産
や
事
業
、
生
活
を
守
る
こ

と
で
、利
潤
の
追
求
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
株
式
会
社
は
利
潤
の
追
求
が

目
的
で
、
株
主
に
で
き
る
だ
け
多
く
配

当
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
同
組
合
は
、
組
合
員
が
事

業
の
利
用
者
で
あ
り
、
運
営
者
で
も
あ

る
こ
と
が
特
徴
で
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。一
方
、

株
式
会
社
の
事
業
運
営
は
、
株
主
の
所

有
す
る
株
数
に
応
じ
た
議
決
権
で
決
ま

り
ま
す
。

　

一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一

人
の
た
め
に
―
―
。
協
同
組
合
は
そ
の

精
神
の
下
、
地
域
の
振
興
や
災
害
復
興

の
支
援
と
い
っ
た
市
場
原
理
だ
け
で
は

解
決
が
困
難
な
問
題
に
も
、
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
農
家
の
営
農
と
生
活
を
守

り
高
め
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
こ
と

を
目
的
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目

的
の
た
め
に
、
営
農
指
導
か
ら
生
活
事

業
ま
で
、
総
合
事
業
体
と
し
て
組
合
員

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

生
産
資
材
・
生
活
資
材
の
共
同
購
入
や

農
畜
産
物
の
共
同
販
売
、
貯
金
の
受
け

入
れ
、
農
業
資
金
の
融
資
や
共
同
利
用

施
設
の
設
置
、
万
が
一
の
事
態
に
備
え

る
共
済
な
ど
の
事
業
や
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

農
村
部
の
少
子
高
齢
化
に
合
わ
せ
、

Ｊ
Ａ
が
福
祉
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
近
年

は
健
全
な
食
と
農
を
次
世
代
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
青
年
部
や
女
性
組
織
な
ど
を

中
心
に
食
農
教
育
も
盛
ん
で
す
。

　

現
在
、
日
本
で
は
行
き
過
ぎ
た
市
場

原
理
主
義
に
よ
り
、
格
差
社
会
の
拡
大

と
地
域
経
済
の
疲
弊
に
拍
車
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
農
業
・
農
村
に
か
か
る
課

題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
根
差

し
た
組
織
と
し
て
の
役
割
が
Ｊ
Ａ
に
一

層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
互
扶
助
の
精
神
で
成
立

地
域
に
根
差
し
た
営
農
指
導

▲キャベツの各圃場を巡回して問題点を生産者同士で共有する。

▲新しい作型である７月早取りねぎの栽培拡大を図る。

4
2015.2月号


